

（未成年者用）
療法 (ちりょうほう)を受けられる患者 (かんじゃ)さんへ

多血小板血漿 (たけつしょうばんけっしょう)（PRP (ピーアールピー)）の投与 (とうよ)による変形性関節症治療 (へんけいせいかんせつしょうちりょう)

	【はじめに】
この書類には、PRP (ピーアールピー) 療法 (ちりょうほう)をうける前に知っておいて欲しいこと、注意 (ちゅうい)してほしいことについての説明 (せつめい)が書かれています。内容 (ないよう)をよく読み、わからないことがあったら看護師 (かんごし)さん、お医者 (いしゃ)さんに遠慮 (えんりょ)せずなんでもきいてください。
· 説明 (せつめい)を受けた後、どんな理由で治療 (ちりょう)をやめても大丈夫です。
· 本治療 (ちりょう)には、あなたの血液 (けつえき)を使います。PRP (ピーアールピー)をつくるための採血 (さいけつ)と投与 (とうよ)（ひざのなかに薬をいれること）は、同じ日に行いますので、あなたの血液 (けつえき)をとること、治療 (ちりょう)をうけることの両方について、あなたの気持ちを確認 (かくにん)します。

· 当院の管理者 (かんりしゃ)、治療 (ちりょう)の責任者 (せきにんしゃ)： Nクリニック　　院長 (いんちょう)　中里　伸也 (なかざと　しんや)　
· 治療 (ちりょう)を行う医師：中里　伸也 (なかざと　しんや)
· 血液 (けつえき)の採取を行う医師：中里　伸也 (なかざと　しんや)（看護師 (かんごし)さんが行うこともあります）
· 審査 (しんさ)を行った委員会：一般社団法人日本先進医療医師会　 (いっぱんしゃだんほうじんにっぽんせんしんいりょういしかい　)

· 治療 (ちりょう)を受けることに対して同意したあとでも、いつでも治療 (ちりょう)を中止することができます。ただし、PRPを作り始めたあとに中止する場合には、それまでに使った道具のお金がかかってしまうので、お父さん、お母さんとよく相談してください。
· あなたには、治療 (ちりょう)に関するいろいろな情報を知る権利 (けんり)があります。わからないこと、疑問 (ぎもん)に思うことがありましたら遠慮 (えんりょ)なくお尋ねください。


PRP (ピーアールピー)*療法 (ちりょうほう)とは	
PRP (ピーアールピー)療法 (ちりょうほう)とは、ケガをしたときに血を固める成分のひとつ「血小板」 (けつしょうばん｣)がもっている力を利用します。血小板 (けつしょうばん)の中には薬になる成分がふくまれていて、これを集めて痛みがある部分に注射 (ちゅうしゃ)することで、痛みがやわらいだり、体の中の傷が早くなおったりする効果があります。
これまでPRP療法 (ちりょうほう)はスポーツ選手のけがの治療 (ちりょう)などに用いられてきました。さらに、最近では、PRPにはお年寄りのひざの痛みを抑える効果もあることが注目されるようになりました。これは、PRPの中には炎症を抑える成分がふくまれているためです。
*PRP (ピーアールピー)：日本語で多血小板血漿 (たけつしょうばんけっしょう)といいます。
APS*療法 (ちりょうほう)とは	
APS療法 (ちりょうほう)とは、PRPに少し手を加えることで、効果を強くしたものを痛みがある部分に注射 (ちゅうしゃ)して、なおす治療 (ちりょう)です。
そのためAPS療法 (ちりょうほう)はこれまでのPRPよりも患者 (かんじゃ)さんの痛みをとる効果がながく続くと言われています

治療 (ちりょう)の目的と治療 (ちりょう)に用いる細胞および費用 (ひよう)に関する情報	
PRP療法 (ちりょうほう)は痛みをとることを目的とした治療 (ちりょう)です。あなたからとった血液 (けつえき)を特別な装置と道具を使い、血小板 (けつしょうばん)がたくさんはいった薬（PRP）をつくり痛みがある部分に注射 (ちゅうしゃ)します。
Nクリニックには、3種類のPRP法があります。あなたやあなたのご家族と相談しながら、3種類の方法からもっとも良い方法を選びます。
	
	名前
	値段
	良いところ
	悪いところ

	1
	APS法
	330,000円
	ひざでよく使われます。
痛みやはれを取る作用が強いといわれています。
	値段が高いです。

	2
	GPS法
	165,000円
	ひざでよく使われています。
	APSにくらべて、実績がすくなく、効果が弱い可能性があります。

	3
	PRP法
	55,000円
	皮膚科などでも使われており、よい効果がでています。
	関節専用ではありませんが、最近ではよく使われています。



この治療 (ちりょう)のよいところ	
· あなたの血液 (けつえき)から作るので、アレルギーが起こりにくいです
· 日帰りが可能です
· 普段の生活が可能です
· 治療 (ちりょう)が簡単で、あとが残りにくいです

この治療 (ちりょう)のよくないところ	
· 痛みをとることが目的なので、体のなかの大きな傷を治す治療 (ちりょう)ではありません
· 数日間、はれや痛みがでることがあります
· 注射 (ちゅうしゃ)したところに硬さ・しこりが残ることがあります
· ごく稀に、注射 (ちゅうしゃ)したところに感染（ばいきんが入ること）が起こる可能性があります
· 普通の治療 (ちりょう)とはちがい値段が高くなるので、家族とよく相談してください。     

治療 (ちりょう)の方法	
　治療 (ちりょう)は日帰りで終わります。
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② 特別な機械にいれてPRPを作ります
3 注射 (ちゅうしゃ)器で痛みがある部分に注射 (ちゅうしゃ)します
1 あなたの腕から血液 (けつえき)をとります




· 痛みを強く感じるときは冷やしてください。
· 2週間後から治療 (ちりょう)前の生活に戻します。運動をしても大丈部ですが、お医者さんとよく相談してください。
· 1週間後、1か月後、3か月後、6か月後にごください。ご来院 (らいいん)できない場合は、アンケート用紙を送らせていただくことがあります。

治療 (ちりょう)後の注意 (ちゅうい)点	
· 痛みを強く感じている間に安静にし過ぎてしまうと、その部分が硬くなり、長期的な痛みの元になる可能性があります。そのため、無理のない範囲で治療 (ちりょう)当日よりストレッチなどを行うことをおすすめします。
· 投与 (とうよ)後、数日間は、お風呂にはいったり運動するなど血の流れがの良くなるときに痛みが強くなることがあります。ただし、この痛みが強くなったからと言って、治療 (ちりょう)効果に差はありません。
· 清潔にするようにして下さい。治療 (ちりょう)翌日からお風呂に入っても大丈夫です。
· 痛みがあまりに強い、赤みや腫れがひどい場合、すぐに病院にきてください。
· なにか調子がわるいこと、気になることがあった時は、遠慮 (えんりょ)なく教えてください。

他の代表的な治療法 (ちりょうほう)	

	運動療法 (ちりょうほう)（リハビリ）
	適切な指導のもとで実施されれば、安全で、効果がある方法です。
すぐに結果がでる治療 (ちりょう)ではなく、病院に通ってもらう必要があります。重症の場合は効果が出ない場合があります。

	装具の使用
	ひざの場合には、いたみがでないようにしたり、転倒を防ぐことが期待できますが、治すための治療 (ちりょう)ではありません。また、場所や程度によって効果が期待できない場合があります。

	投薬（痛み止め）療法 (ちりょうほう)
	軽症の方が対象で、長期間使用することはおすすめしません。

	ステロイド注射 (ちゅうしゃ)
	投薬の効果が弱く、痛みやはれが強い場合に使用されます。副作用 (ふくさよう)がでることがあります。また、長期間にわたって使用することはできません。

	ヒアルロン酸注射 (ちゅうしゃ)
	効果がでるまでに時間がかかり、またその作用も強くないことが多いですが、副作用 (ふくさよう)が少ない治療 (ちりょう)です。稀にアレルギーが出る可能性があります。



治療 (ちりょう)を受けられる人、受けられない人について（選択基準、除外基準 (せんたくきじゅん､じょがいきじゅん)）	
〈治療 (ちりょう)を受けられる人〉  
1　手術を希望しない方
2　病院に通える方 
3　ご家族とともに説明 (せつめい)を受け、内容 (ないよう)を理解して、文書による同意をされた方  

〈治療 (ちりょう)を受けられない人〉
5　重い病気にかかっている
6　癌と診断され、あるいは治療 (ちりょう)を受けている  
7　活動性の炎症を有する
8　他の病院で1ヶ月以内にPRP治療 (ちりょう)を受けたことがある  
9　薬にたいして、重いアレルギーが出たことがある  
10　その他、医師が不適当と判断した場合

注意 (ちゅうい)点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
体調が良くない場合や、血の状態によっては、PRPを作れないことがあります。
その場合には、再度血液をとるため注射 (ちゅうしゃ)をさせていただく場合があります。
また、PRPをつくる機器 (きき)は突然の故障 (こしょう)により、治療 (ちりょう)の日や時間を変更することがあります。

治療 (ちりょう)をやめることについて	
この治療 (ちりょう)を受けることも、やめることもあなたが決めることができます。
治療 (ちりょう)を受けることを決めた場合、保護 (ほご)者の方に署名 (しょめい)をお願いします（やめる場合は、いりません）。
説明 (せつめい)を受けた後に、やめることにしても、他の治療 (ちりょう)を受けられなくなることや、お医者さんからおこられることなどはありません。
また、治療 (ちりょう)を受けると決めたあとでも、PRPをつくる前であれば、同意撤回書 (どういてっかいしょ)を看護師 (かんごし)さんかお医者さんに渡していただくことで、いつでも治療 (ちりょう)をやめることができます。
PRPを注射 (ちゅうしゃ)する直前でも中止することはできますが、この場合、それまでに使った道具（あなた専用に使うので、他の人に使うことができません）のご負担が発生してしまうので、その場合はご家族とよく相談してください。

健康被害 (けんこうひがい)が発生した場合	
もし、健康被害 (けんこうひがい)が発生した場合には、すぐに必要な治療 (ちりょう)などを行います。 
痛い、気持ちが悪いなど、なにかおかしいことがありましたら、すぐご連絡ください。 

あなたの個人情報 (こじんじょうほう)保護 (ほご)について	
[bookmark: _Hlk22389427]「個人情報 (こじんじょうほう)の保護 (ほご)に関する法律 (ほうりつ)」と当院の規則 (きそく)にしたがって、慎重 (しんちょう)に取り扱います。あなたの血液 (けつえき)、PRPの残りや書類を捨てる場合には、個人情報 (こじんじょうほう)を全て削除した上で適切に処分します。
個人情報 (こじんじょうほう)取り扱いの規則 (きそく)は、ご希望があればご説明 (せつめい)させていただきます。
あなたの治療 (ちりょう)で得られた情報は、将来の医学に役立てるため、大学など一緒に、研究に使用をする時があります。その場合は、国の規則 (きそく)である「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針 (りんりししん)」および関連する通知等に従います。文献などで公表されることがありますが、患者 (かんじゃ)さんの個人情報 (こじんじょうほう)を匿名化し、個人を特定できないように致します。
もし、あなたのデータを使用してほしくない場合は、あらかじめ申し出ていただければ利用する事はありません。

血液 (けつえき)などの保管や捨てる方法について	
この治療 (ちりょう)のために注射 (ちゅうしゃ)で取り出した血液 (けつえき)は、全てPRPをつくるために使用します。余った場合は、院内のルールを守って適切に処分します。
この治療 (ちりょう)でえられたあなたの情報は、セキュリティには十分に注意 (ちゅうい)した上で10年間保管し、保管期間が終了後は個人情報 (こじんじょうほう)がわからないようにしてから処分します。

その他	
治療 (ちりょう)の効果には個人差があることに注意してください。

お問合せ先（相談窓口）	
医療法 (ちりょうほう)人Nクリニック　事務部
住所： 〒596-0045 大阪府岸和田市別所町3-10-10
電話番号：072-432-4976
【特定認定再生医療等委員会(一般社団法人日本先進医療医師会)の連絡先】
住所：〒108-0075  東京都港区港南２丁目３番１号　大信秋山ビル４階
電話番号：03-6433-0845
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